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〈論文要旨〉
　認知言語学では、日常の身体経験から「内部／外部」、「上／下」などの基本的な概念が生じ
ると考えられている。本論では直示動詞 come の概念が「見る」と経験上関連していることを示
し、次いで、The company came into existence.　などの抽象的な表現が生じるメカニズムを考
察する。このような考察を通じて、丸暗記による英語学習ではなく、理解に基づいて英語学習
を行う可能性が示唆される。
Deictic Verb Come and Visual Field Metaphor
Yoshikazu OKA
〈Keywords〉
deictic verb, visual field, come, metaphor
〈Abstract〉
　According to cognitive linguistics, our daily experiences produce our basic concepts like in-
out and up-down. The aim of the present paper is to show that coming is closely related with 
seeing in that if an object moves to the speaker/hearer it can be seen by the speaker/hearer. 
It is expected that abstract English expressions like “The company came into existence” may 
be taught to Japanese learners of English by using this method, without relying on rote 
learning.
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直示動詞 come と視野のメタファーについて
岡 　 良 和
はじめに
　話し手／聞き手がいるところへの移動を示す直示動詞 come の基本的な用法に視野のメタ
ファーを関連付けて考察することにより、come を用いた抽象的な表現も理解しやすくなる
ことを明らかにする。このことが丸暗記による弊害を防止することにもつながり、英語教育
での活用も期待できる。
1．「位置は出来事である」というメタファー
　以下（1）によれば、人間には境界を設けることで内部と外部を区別する認識方法がある。
　　 （1） We are physical beings, bounded and set off from the rest of the world by the 
surface of our skins, and we experience the rest of the world as outside us. 
Each of us is a container, with a bounding surface and an in-out orientation.  We 
project our own in-out orientation onto other physical objects that are bounded 
by surfaces.  Thus we also view them as containers with an inside and an 
outside.  Rooms and houses are obvious containers.  Moving from room to room 
is moving from one container to another, that is, moving out of one room and 
into another….  But even where there is no natural physical boundary that can 
be viewed as defining a container, we impose boundaries─marking off territory 
so that it has an inside and a bounding surface─whether a wall, a fence, or an 
abstract line or plane.  There are few human instincts more basic than 
territoriality.
（我々は物理的存在物であり、皮膚の表面で外界と接し外界から区切られている。
そして、我々は周囲の世界を自分自身の外部にあるものとして経験する。我々の一
人ひとりが境界をもつ表面と内部／外部の方向づけを伴う容器である。我々は自身
の内部／外部の方向づけを表面で境界を有する他の物理的な物体に投影する。この
ようにして我々はまた物体を外部と内部を有する容器と見なす。部屋や家が容器で
あることは明白である。部屋から部屋へと移動することは一つの容器から別の容器
へと移動することである。すなわち、ある部屋から外へ出て別の部屋の中へ入るこ
とである…。しかし容器をかたどると思われる自然な物理的境界がない場合にさえ、
我々は境界を作り出す─内部と境界を持つ表面があるように領域を決めるのである
─それが壁やフェンスであろうと抽象的な線や表面であろうと。領域よりも基本的
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な本能はほとんどない。）
─ Lakoff and Johnson（1980 : 29）（和訳筆者）
上記（1）のように、人間は物理的な「内部／外部」の概念を拡張し、抽象物の把握を行っ
ている。このことからから以下（2a-c）の概念メタファーが形成される。
　　 （2）a.　THE LOCATION EVENT－STRUCTURE METAPHOR
　　　　　　（位置と出来事とが結びつくメカニズムを表すメタファー）
　　　　 b.　States Are Locations （interiors of bounded regions in space）
　　　　　　（状態は位置である（空間の中に境界が設けられた領域の内部））
　　　　 c.　Changes Are Movements （into or out of bounded regions）
（変化は（境界が設けられた領域の外部から内部に／内部から外部に）移動す
ることである））
─ Lakoff and Johnson（1999 : 179）（和訳筆者）
（2a）は（2b）と（2c）から構成されており、（2b）は（2c）の前提となる。上記（2b）で
示されている、「状態は位置である」ということについて、どのようにして物理的な内部空
間における存在が抽象的な内部空間における存在へと拡張されていくのかを以下（3）に挙
げる。
　　 （3）a.　He is in the library now.
　　　　　　（今、彼は図書館の中にいる）
　　　　 b.　He is in school now.
　　　　　　（今、彼は在学中だ）
　　　　 c.　He is in the rain now.
　　　　　　（今、彼は雨の中にいる）
　　　　 d.　He is in politics now.
　　　　　　（今、彼は政界にいる）
　　　　 e.　He is in an uncertain situation now.
　　　　　　（今、彼は不確かな状況の中にいる）
　　　　 f.　He is in doubt about the phone number now.
　　　　　　（今、彼は電話番号がよくわからない状態だ）
上記（3a）では主語の指示物である具体的な人物が物理的な境界を有する図書館という物理
的三次元空間の内部に存在する状態であることが、（3b）では主語の指示物である人物を学
校という建物の内部に存在する内容物であると捉えることで、その人物が学校という領域の
内部で本来行われる行為や状態を遂行していることが、（3c）では本来境界が明瞭ではない
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天候の状態や自然現象が境界をもつ領域として捉えられ、主語の指示物である人物がその内
部に存在する状態であることが、（3d）では主語の指示物である人物が或る目的をもつ社会
という領域の内部に存在することで社会的な活動状態にあることが、（3e）では主語の指示
物である人物が或る状態を経験しているという事象が抽象的な領域内の存在として、（3f）
では主語の指示物である人物が或る思考や感情をもつという事象が、思考や感情の抽象的な
空間領域内に存在することとして、それぞれ言語化されている。ここには、「具体的な物理
的領域の内部における存在」概念が抽象的な事象にも拡張されていくことが認められる。
　或る状態にいることを或る領域内における存在状態と見なすと、以下（4）のような事例
も生まれる。
　　 （4）a.　She’s out of her depression.
　　　　　　（彼女は憂鬱状態から脱している）
　　　　 b.　He’s in a deep depression.
　　　　　　（彼は深い憂鬱状態の中にいる）
─ Lakoff and Johnson（1999 : 180）（下線・和訳筆者）
上記（4a-b）では、「憂鬱状態」が具体的な容器であるかのように捉えられている。（4a）は、
「主語の指示物が憂鬱状態の外部に存在している」ために「憂鬱状態でない」と解釈できる。
また（4b）では、「憂鬱状態」が容器として捉えられているために、奥行きや幅が含意され
る結果、憂鬱の程度が深さとして言語化されている。
　上記（2c） “Changes Are Movements”の例としては、come into が「ある状態になる」
概念を表示するのに対し、以下（5）を挙げることができる。
　　 （5）I came out of my depression.
　　　　 （私は憂鬱状態から抜け出した）
─ Lakoff and Johnson（1999 : 183）（下線・和訳筆者）
領域に対する具体物の出入りがあるように、ある状態から別の状態への変化は抽象的領域に
対する出入りとして概念化される。ある状態であることが領域の内部に存在することとして
概念化されるのに対して、上記（5）では、ある状態の終結が領域の外部に出ることとして
概念化されている。
　空間の前置詞により明示的に言語化されていなくとも、状態の変化が容器の内部／外部へ
の移動として認識されることは英語において一般的である。このことは以下（6a-b）に示さ
れる。
　　 （6）a.　He went crazy.=（went into being crazy）
　　　　　　（彼は気がおかしくなった）
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　　　　 b.　She entered a state of euphoria.
　　　　　　（彼女は多幸症になった）
─ Lakoff and Johnson（1999 : 183）（下線・和訳筆者）
上記（6a-b）は、in（to）という物理的三次元空間表示表現がない事例である。（6a）では気
がおかしくない状態からおかしい状態に変化したことが、（6b）では多幸症でない状態から
その状態に変化したことが、移動概念を持つ動詞 go と enter によってそれぞれ言語化され
ている。
2．「視野は容器である」というメタファー
　対象物の存在を認識することはそれが視野の中に捉えられることである。この認識は以下
（1）のように説明される。
　　 （1） We conceptualize our visual field as a container and conceptualize what we see 
as being inside it.  Even the term “visual field” suggests this.  The metaphor is a 
natural one that emerges from the fact that, when you look at some territory 
（land, floor space, etc.）, your field of vision defines a boundary of the territory, 
namely, the part that you can see.  Given that a bounded physical space is a 
CONTAINER and that our field of vision correlates with that bounded physical 
space, the metaphorical concept VISUAL FIELDS ARE CONTAINERS emerges 
naturally.
（我々は視野を容器として概念化し、見るものが視野の内部にあると見なす。「視野」
という用語そのものがこのことを示唆している。このメタファーは自然であり、
何らかの領域（土地や床の広がりなど）を見るとき、視野の及ぶ範囲は領域の境界、
つまり、見える部分を決めるということから生じる。境界を有する物理的な空間
が「容器」であるならば、また、視野が境界を有する物理的な空間と結びつくな
らば、「視野は容器である」というメタファー的な概念が自然に現れる）
─ Lakoff and Johnson（1980 : 30）（和訳筆者）
人間は「視野（visual field）」を空間領域、すなわち「容器」として捉え、視覚により認知
できる対象物をその容器の内容物として把握している。見える範囲を内部として、見えない
範囲を外部として認識することは「視野（visual field）」という表現そのものにも表れている。
明確な物理的境界を持つ具体物の内部／外部の概念を、より抽象的な視覚へと拡張すると「視
野は容器である（VISUAL FIELDS ARE CONTAINERS）」というメタファー（cf. Lakoff 
and Johnson（1980 : 30））が生まれる。このメタファーが存在するために、見えている状態
と見えていない状態が、以下（2a-b）のように対象物が視野の領域内に存在するのか領域外
に存在するのかによって表現される。
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　　 （2）a.　The ship is in sight.
　　　　　　（その船は見えている）
　　　　 b.　The ship is out of sight.
　　　　　　（その船は見えない）
また、空間領域では位置づけが可能となるので以下（3）のような表現があり、
　　 （3）The ship is in the center of my field of vision.
　　　　 （その船は視野の真ん中にある）
中心部に対象物が存在することはそれがよく見えている事象を表す。
　小説から「視野」に関する表現を以下（4）に引用する。
　　 （4）〈状況〉：猟を終えたマーカス達がガーンのたき火に招かれる。
They became silent until Marcus, staring into the fire, began to whistle softly 
the tune that the man had sung earlier. Out of the corner of his eye, he saw 
Guern look towards him.
（彼らは黙り込んだ。するとマーカスがたき火を見つめながらその男が前に歌っ
ていた節を柔かく口笛で吹き始めた。ガーンが自分の方を見ているのが視野の隅
に見えた。）
─ Sutcliff（2000: 37）（下線・和訳筆者）
上記（4）は「視野の隅のさらに外部」という位置づけによりその見え方が言語化されてい
る事例と考えることができる。
　Come と視野の関係について、以下（5a）は船が「移動して視野という三次元空間領域内
部に入りつつあることにより見える状態へと移行しつつある」と言語化され、また、（5b）は、
「視野内部に存在していた具体物が視野の外部に移動したために見えない状態になった」と
言語化されている。
　　 （5）a.　The ship is coming into view.
　　　　 b.　The ship went out of sight.
以上の分析により、或る対象物が視野という三次元空間外から空間内に「移動」することに
よりその「存在」が認識されることが明らかとなった。
3．「移動」から「生」への拡張
　Come の直示的中心概念を以下（1a-c）により検討する。
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　　 （1）a.　The door opened and the children came into the room.
　　　　　　（ドアが開いて子どもたちが部屋に入って来た）
　　　　 b.　Several new members have come into the club since Christmas.
　　　　　　（クリスマスからこちら新しい会員が数人クラブに加わった）
　　　　 c.　New companies come into　existence　every year.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　being
　　　　　　（毎年新しい会社が生まれています）
─ 『研究社・ロングマン 句動詞英和辞典』（s.v. come into 2,4）（下線筆者）
（1a）では「話し手がいる物理的三次元空間の部屋の内部に子どもたちが移動してきて話し
手の領域内に存在することとなった」という事象、つまり「移動」による「出現」が言語化
されている。また、（1b）では話し手が属しているクラブが抽象的三次元空間として捉えら
れている。そして、このクラブに数人の人物が加盟した事象が「或る物理物が三次元空間内
部に移動する」という概念で捉えられ、これが言語化されている。さらに（1c）では話し手
がいる場所が「存在」状態であり、この抽象的三次元空間内部へ或る組織が移動してくるこ
とが会社の設立であると捉えられている。つまり、存在状態へと移動することで「存在する
ようになる」と捉えられているのである。「存在状態」内部に移動する以前に会社という組
織が存在するわけではないのだが、あたかもそれがもともと物理物として存在するかのよう
に見なすことで移動物として捉えることができるのである。以下（2）で示されるように、
話し手は「存在状態」の内部に存在し、主語の指示物は「存在状態」の内部へ移動すること
で「存在」することとなる。
　　 （2）
話し手や聞き手が「存在状態」内部にいることは以下（3）で示されるとおりである。
　　 （3） Intoは「三次元空間内部への移動」概念表示語であることが見出されます。したがっ
て、into と existence/being とが必然的に結合する接点は、我々が存在している
主語の指示物 
話し手 
 
 
話し手／聞き手
ｔｅ手 
存在状態 
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（existence/being）世界が「三次元空間」として概念化される認識であると言え
ます。同時に、その空間への移動が come によって示されていることから、我々
が存在している世界は［+NORMAL］として認識されていることになります。
─ 上野・森山・福森・李（2006 : 782）
我々が生存している世界が［+NORMAL］であると考えられているために、以下（4a-b）
におけるように生き返ることや生まれることが come で表示される。
　　 （4）a.〈状況〉：主人公に地元の人が或る人物について説明する。
‘…Tom Parker has always been a bit strange.  He thinks that people who die 
in the sea will come back to life.’
（「トム・パーカーはいつも少し変なんだ。彼は海で死んだ人たちは生き返ると
思っているんだ。」）
─ Aspinall（1999 : 37）（下線・和訳筆者）
　　　　 b.〈状況〉：父親が娘がお産のために入院している病院に電話をかけている。
He had rung this morning, and a nurse had said, yes, Christine was there, and 
the baby was coming.
（彼が今朝電話をかけると、看護婦が、はい、クリスティーンはいます、赤ちゃ
んがもうすぐ生まれます、と言った。）
─ Vicary（2000 : 56）（下線・和訳筆者）
我々が存在している世界が［+NORMAL］と見なされるために、以下（5a-b）は非文になる。
　　 （5）a.　*New companies go into　existence　every year.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　being
　　　　 b.　*He thinks that people who die in the sea will go back to life.
　ここで、話し手が存在する場所への対象物の移動がその対象物が視覚的に認識されること
を伴うことを指摘する。上記（1a）では子どもたちが物理的に移動することで話し手の視野
内部への移動が伴われる事象が含意され、（1b）や（1c）では話し手が存在する抽象的領域
内部に主語の指示物が抽象的に移動することで視野内部に抽象的に存在するようになること
が含意される。
　Come into が「話し手／聞き手が存在する三次元空間内部への移動」概念を有し、視野内
部へ入る事象を伴うのであれば、come out of も「三次元空間内部から話し手が存在する領
域への移動」概念を有し、視野内部へ入る事象を伴うはずである。以下（6a-b）において、
　　 （6）a.　The hungry criminals came out of their hiding place.
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　　　　　　（腹をすかせた犯人たちが隠れ家から出て来た）
　　　　 b.　What came out of your long talk with the director?
　　　　　　（重役と長い間話した結果はどうだった？）
─ 『研究社・ロングマン 句動詞英和辞典』（s.v. come）（下線筆者）
（6a）では「今までは隠れ家に存在している状態で、話し手の視野内部には存在しなかった
犯人たちが外に出て来ることで話し手の視野内部に入り、その存在が認められた」という物
理的な事象が言語化されている。（6b）では「長い間話す状態が容器として捉えられ、その
容器から物理物としてみなされた何らかの結果が出て来る」という抽象的事象の言語化が行
われている。このため、話し手／聞き手はそれを抽象的に見ることができる。Come out の
概念図は以下（7）になる。
　　 （7）
話し手や聞き手は破線の楕円で示される三次元空間の外部に存在しており、主語の指示物が
破線で示される空間内部に存在している状態からその外部へ移動することで、話し手や聞き
手は主語の指示物の存在を認識できるようになる。以下（8）は小説からの引用であるが、
　　 （8）〈状況〉：新しい情報がいつ出るかを話し合っている。
The evening paper comes out at about two o’clock.
（夕刊が二時ごろ出る。）
─ MacAndrew（2001 : 18）（下線・和訳筆者） 
夕刊が「発行される」事象が印刷所の内部から話し手や聞き手を含む社会に「出て来る」と
捉えられている。そして、「出て来る」ことで夕刊を見ることができるのである。
おわりに
　以上の考察により、話し手／聞き手がいるところに対象物が移動することで、容器として
し手／聞き手    
話 
 
視野 
主語の指示物 
 
話し手／聞き手 
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捉えられる視野にその対象物が入るという日常の経験に基づき、come と視野のメタファー
の関連性を確認することができた。次いで、「存在状態」への変化が、go ではなく come を
用いて表現されることを「存在状態」が［+NORMAL］として認識されていることから説
明した。
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